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文芸作品のWeb丘一ザピリティ向上のための情報デザイン
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1Iはじめ工こ
　ビジネス分野においては、低コストで業務の効率化や顧客の満足度を上げるためにW巴b技術を中心とした情
報技術の活用が進んでいる。しかし、ビジネス以外め分野においては、試行錯誤しながら個人的な努力に頼っ・
てWeb捧術を利用するケースが多い。そのために・作成したWe出サイトの客観的な評価分析がなされず効果も
不明瞭なたあに、途申で更新を諦めて廃屋化したサイトも数多く存在する。
　このような事態を避けるためには、非ビジネス分野においでもWebユーザピリティρ向上と継続・的な活用を
可能とする情報デザインの指針を確立すえことが必要である。ただし、非ビジネス分野と言っても多様で様々
な分野があり、すべてを網羅する汎用的な指針を求めることは現実的でない。
　本研究では、本学の大学としての地域貢献も考慮して、新潟に生誕した優れた文人、学匠である會津八一の
業績を広く伝えるために設立された會津八一記念館と共同研究を行い、ノ㌔」の文芸作品に関してのWo出ユーザ
ビリテイ向上を目的とした情報デザインについての研究を実施した。
2．Webユーザビリテ’イの定義
　一般的なユーザビリティ（1］冊bi1ity）に関して；国際規格1S09241－l1では・「特定の利用状況において・特
定の利用者によって、特定の目標を達成するために用いられる際の、有効性、効率、利用者の満足度の度合い」
と定義している。
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　・また、U呂且biIi甘．E㎎i皿o巳I㎞呂の著者であるJ永ob　Niol≡㎝によれば、システみの基本条件として・社会的受容性
と実務的受容性を満たしていること。実務的受容偉を評価するひξつの項目として有用性があり、宥用性はさ
らに実用性とユーザビリテイの2つの項目に分けて分析されるこしユーザビリテイは、学習のしやすさ、使
いやすさ（効率性〕二記臆のしやすさ、エラーの少なさ、主観的満足度の亨つの要素から構成さ松具体的に測・
定し評価できることが重要であると述べている。
　Wehシステムを対象としたユーザピィリチィに関しては、W3C（WoTldWideWeb　C㎝；o血i皿m）のWAI（Web
A㏄e畠畠ibi1ity　I皿iti刮ive）か．ら「W阜bぺ一ジの利用のしやすさ」’とLてのガイドライン（WCAGl　W曲C㎝t㎝t
A㏄e冒呂i出仙呼G皿ide1㎞e呂）が提示され・また日本においても「Webアクセシピイリテイ」を規定し牟jISが交付さ
れた。「JIS　X8341一ヨ高齢者・障害者等配慮設計指針」の名称が示すように、日本での「・アクセシピリテイ」
は高齢者や障害者など心身の機能に制約のある人でも、We出の＝陪報にアクセスでき利用できることに重点を置
いてい乱自治体や企業においても同様のW呂bアクセシビリテイ指針を定めている例も多い。このように日本
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では「ユ」ザビリティ」．．と「ナクセ㌣ド・リ．ティ」は混在・あるいは前者が後者を包含する形で捉えられている
が、本研究ではJ吐obNipl』㎝の唱えるユーザビイリテイに立ち戻って考る。
　今日、企業ではWobサイトによる広報活動や販売活動の効果を無・視することができなくなり、W巳出ぺ一ジの
利用のしやすさに関しては大きな関心を払ってい孔これをビジネスとし、W巴出ユーザピリテイの向上支援や
・評価を実施する企業も出現している。また、電子化を推進している自治体においても住民との接点はW』bサイ
トであり、We出ユーザビリティを向上させることが強く求められている。Webサイトの構築に経費をかけるこ
とができ、加えセその利用目的が明確である企業とか自治体では、積極的にかつ組織的にユーザ’ビリティの向
上に取り組むことが可能であ乱Lかし、Webサイトを揮築し運用した経験が乏しく、経費的にも制約がある
小規模な組織体や個人ではW巴出サイトのユーザビリテイの向上は個人的な取り組みに依存しでいるのが現状で
ある。
3．倉津八一記念館Webサイトのユーザビリ．ティ
　本研究では、會津八一記念館のW巳bシステム構築を通して、ユーザ中心のユーザピリテイとは何かを明確に・
し、文芸作品に関する「W曲ぺ一ジの利用のしやすさ」について考察する。
　會津八一記念館は、新潟に生誕した優れた文人、学匠である會津八一の業績を広く伝える役割を担っている。
年4回の企画常設展と’年I回の特別展を開催し、歌や書などの作品を展示して来館者に直接見てもらう．ことを主
たる活動としている。その他に作晶の鑑定や保存管速の役割もある。
　従って、記念館が構築するWebサイトの目的として、常設展や特別展などの活動スケジュールと企画内容の
広報活動を支援し、来館者を増やすことがまず第一に挙げられる。また、他の博物館や記念館と同様に、作品
などの収蔵品の情報をWebぺ一ジで紹介することによって、来館できない人に対Lて業績を間接的に伝達する
役割を担うこともひとつの広報活動である。’
　併せて考慮しなければならないのは、薫陶を受けた直接の関係者や八一研究者、歌や書に集う文芸グループ
以外に広く業績宇伝えやための啓蒙活動で辛る。没後半世紀を経て、故郷新潟におい下も會津八丁の業績を知
る人は少なくなってい乱記念館では講言寅会や講読会の開催・小中学隼の見学来館の促進などの活動を行っ下
いるが・広く普及して誰でも簡単に扱えるようになったWebサイトを利用すれば、會津八一の業績を伝達する
啓蒙活動の一端を低コストで担うことが可能である白この2つの役割に関わるユーザビリテイについて以下に
取り上げる。
（1）運用者に関するユーザビリティ
　展示会などの活動スケジュールと活動内容を広く伝え、広報活動を支援するWebサイトの役割は、一般的な
Webサイトの機能そのものであり、Webぺ一ジの作り方として何ら特別なことはない。ただ、’常に新鮮な情報
を発信し続ける必要があり、Wehぺ一ジを常時更新することが求められる。これを怠ると、古い惰報、役に立
たない情報を載せた「廃屋サイト」として誰からも閲覧されなくなる。この切り口でのユーザビリテイとは、
「W巳bサイトの運用のしやすさ」であり、対象となるユーザはシステムの運用者であ・り、記念館のコンテンツ
の専門家である学芸員である。
（2）Webサイト閲覧者に関するユーザビリティ
　Webペニジを通して、記念館が保管している収蔵品にっいての情報を伝達する場合、システムのユーザは
Webサイトの閲覧者になる。このゴーザに対するユーザビリテイとは、一般的な「Wobぺ一ジの利用めしやす
さ」であり、・ぺ’一ジデザインの統一や目的とす名情報への到達の容易さ、内容の理解のしやすさなどが大切な
要素となる。
　美術晶や文芸作品などを初e出ぺ一ジを通して情報提供する場合、イ乍品そのもののデータベースを作成し、ユ
ー’ザ向けのインタフェース（ユーザビリテイ〕．として検索機能を提供しているシステムが一般的であ乱・ユー
・ザはその分野の尊門家か、ある程摩の知識をもっていることが前提となる。新潟市會津八一記念館としても、
保管する収蔵品のデータベース化と情報を広く提供できるようにすることを当然求められ乱
　さらに會津八一の業績をより広く知らしめる役割もがある。ここでは、會．津八一作品の初学者とか、はじめ
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てWebぺ一ジを訪れた閲覧者に対して會津八一への関心を持たせるための「関心、理解のためのユーザピリテ
ィ」が重要となる。
4．運用者に関するユーザビリティの向上
　逢用者に関するユーザピリテイとは、Webぺ一ジあ作りやすさと更新の容易さである。W巴bぺ一ジを作成す
主たあに、既に数多くのソフトが市販されている。これらソフトの使用方法を熟知すればどんなWebぺ一ジで
も作成することができる。しかし、ひとつの特定のWebサイト・の’みを対象とした場合、また、サイトメンテナ
ンスダ本業でない場合は・必要最小限の機能が容易に習得でき・片手間での更新作業が可能となるものでなけ
ればならない。特に今回の記念館のようにWebぺ一ジの更新頻度が少ないと想定される場合は・操作に慣れる
ことを前提とするものではなく、抑見でも操作L得るユーザインタフェースを考慮しておく必要がある。
（1）Webぺ一ジの作成支援
　3回のWebぺ一ジの試作を通して二Webぺ∵ジの種類、サイトのぺ一ジ展開、ぺ一ジデザイン、更新頻度な
どを検討した。記念館の特徴を出すためには、画像を多用した見栄えの良いぺ∵ジが求められる。
’しかし、画像修正の負荷は大きくなるため、べ一
ジデザインが確定し、運用’作葉に慣れるまではスタ
イルシート方式（CSS：C肥o且di㎎Style　Sheet畠）を使
用することにした。見栄えは犠牲になるが、基本的
なスタイルを事前に準備さえすれば、容易にぺ一ジ
デザインを統一することができ、更新頻度の多い部
分はテキストの変更のみとなるので、運用負荷を軽
くすることができる。
　図4－Iに同一のスタイルシートを使用したWebサ
イトの先頭ぺ一ジと平成17年度特別展ぺ一ジを示す。
図4－1 Webぺ一ジの例1先頭ぺ一ジ（上〕と特別展ぺ一ジ（下）
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（2〕Webぺ一ジの更新支援
　SSH（S巳㎝肥Shell）による暗号化されたプロトコルのみを使用すると、サーバヘのファイル転送操作が複雑
になり、サーバ側の操作知識もある程度必要にな糺既存のファイル転送ソフトとしてWi皿SCPなどがあるが、
誤操作によってW日bサFバの設定に不具合が生じる可能性が高い。そのため、単純な操作で、安全かつ簡単に
Wehサーバのぺ一ジ更新が行えるようにするため、このWebサイト専用のSSHファイル転送プログラムを試作
した。（図4－2）作成したWebぺ一ジをデイレクトリ（フォルダ）．単位でバージョン管理し、ローカルでチェ
ックが終了すれば、フォルダ単位でWebぺ一ジも画像データもすべて一括してサーバに転送する。
　サーバ側はSSHプロトコルのパスフレーズをチェックし、正
しければ転送されたフォルダをWe出サーバの公開デイレクトリ
に設定す乱もし、修正誤りや転送エラーを見落とした場合を
考慮して、即時に更新前のバージョンに戻れるように1世代分の
バック・アップをWebサーバに自動的に保存する。
．図4－2　ファイル転送プ□グラムの操作画面
5．Webサイト閲覧者に関するユーザビリティの向上
（1〕禾■」用のしやすさに関するユーザビリテ斗向上
　一般的なWebユーザビリティとは、Webサイト閲覧者に関するユーザビリテイである。Webの役割を考える
と、ひとつは切eb閲覧者に記念館の開館日や地図、企画展の案内などの情報提供に関するユーザピリテイであ
って、Webサイトの利用のしやすさが中心と・な糺具体的には、We出サイトの構成、分かりやすいぺ一ジデザ
インニメニューの展開深度などがユーザビリティ向上の対象であり、閲覧者が求める情報への辿りやすさ、探
しやすさが評価される。これらユーザピリテイの一般的なガイドヲインに沿って・目的ぺ一ジの深度が最小限
に留めるよう留意してW曲ぺ一ジを作成しれただ、ぺ一ジデザインに関しては試作を繰り返しながら検討を
進めている段階であること、記念館のメンバによるサイト運用の立ち上げが急がれることから、現時点では運
用者のユーザピリテイの方を優先している。
（2〕理解のしやすさに関するユーザビリティ向上
　We叶千トのさらなる役割として・より・深い専門性のある情報の発信が李乱ひとつは・會津八一記念館に
収められている数多くの作晶や収集物を、Webサイト上で解説とともに紹介するこ牛、もうひとつは、會津八
一その人の芸術家あるいは歌人、書家としての人物像、人生観などを広く永く世に伝える啓蒙活動の一端を担
うことである。閲覧者から見れば「関心・理解のためのユーザビ．リティ」であり・本研究の申心課題であ乱
　文芸作晶のWebユーザピリティ向上のために、作品データペースを提供するサイ’トも多い。會溝八一に関し
ても早稲由大学會津八一記念博物館があり、作品や収集品がデータベース化されている。會津八一をある程度
知り、作品や収集品の知識があれば湘用しやすいサイトである。一方、新潟市會津八一記念館は生誕と終焉の
地にあることから、會津八一その人を後世に伝える大切な役割も・ある。すなわち、彼をよく’知らない人でも作
’品に囲11染むことができること、作品を知らない人でも彼に関心を持てること、すなわち作晶だけにとらわれず
會津八一の人物像が伝わるよ’うなWehサイトを構築する必要がある。
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（i）作品検索に関わるユーザビリティ向上
　作晶そのものに関わるユーザビリティ向上策のひとつとして、館蔵晶紹介ぺ一ジを作成した。作品そのもの
や種類、分類などをよく知らなくても、同じ種類の作品のサムネイル（th皿mhmiI）を組み合わせた画像索引
から作品に辿り着くことができる。（図5－1〕
　個々の作品ごとのサムネイルを表示すると、1画面に
多くの画像が表示されて選択枝が増えすぎてしまう。
一方・分類して階層化すると作晶に辿り着く距離が長
くなる。同種の作晶のサムネイルを組み合わせてひと
つの画像とすることで、画像も大きく作品の種類の推
測が容易になる。また二作晶数に依存しないため、選
択枝となる画像の数も扱いやすい範囲に収めることが
できる。
図5－1館蔵品紹介の画像索引
　画像索首1を用いた場合は他のサイトと同様に、まず作晶ありきであって、作品解説を中心として作品から’作
成者への道筋を辿る形になる。また、この索引を基点として個々の作晶ぺ一ジに辿り着く・までの距離は長くな
るが、作品をよく知らない閲覧者に対し’ては作晶紹介を兼ね名メリットもある。作品ぺ一ジを充実していけば、
館蔵晶を多くの人に知ってもらい、実際の作品に触れる機会を求める来館者に役立つ。もちろ・ん、目的とする
’作品紹介に直接たどり着けるような、例えばキーワードによる検索経路も必要不可欠であ．るが、今回の研究の
対象からは外している。
　作品紹介ぺ」ジは、表題、画像、作品解説に加えて、作晶に併せた縦書きの読みの解説で構成されている。
く図5－2）このデザイン帖約33ぺ一ジ．に渡る作晶ぺ一ジで統一した。
図5－2館蔵品紹介の一例（藷騒寒雨夜．、．｛風竹図〕〕
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（ii）啓蒙活動を対象としたユーザビリティ向上（入門書のブックメタファー）
　會津八一の業績を広く伝える啓蒙活動の視点から見ると、．彼の深い世界は初めてW巴出サイトを訪問した閲覧
者には簡単には珪解できない’。彼の芸術、学問、歌、書、生き様、個牲、人生などを伝える多数の関連著作物
が出版されているが、これら文芸作品に興味をもつ過程を考えてみると、他人から教えられたり薦められたり
して、まず何か簡単な人物イメージが伝えられるのではなかろうか。いわゆる入門書の類である二Webサイト’
においてこの役割の代替を考えた場合、ひとつは入門書のブックメタファ・一（Book　M巴t叩h日丁）である。プッ
クメタファーとは、電子ブックやデジタルカタログなどで使用されている本の操作感覚を模倣した動的表示で
ある。感覚的には馴染みやすいが、Webの禾■」用者は活字よりむしろ図とか画像を好む傾向にある。W巳b閲覧者
の理解のための負荷を少なくするためには、文章やぺ
一ジ数を少なくし図や画像を多用すろような工夫が不
可欠である。図5－3にブックメタファーによる入門書
の試作例を示す。
図5－3　ブックメタファーの利用
（iii）啓蒙活動を対象としたユーザビリティ向上（トピックエントリモデル）
　文芸作品をよく知らない場合、作晶を直接紹介したり癖説したりする前に、まずその人の生い立ちとか経歴、
プロフイール・作晶1二関わるエピ’ソード等幸紹介した方が理解しやすく馴染みやすい。他者や他のものと・の何
らかの関係、葛藤において生み出される文芸作品も多い。個性が強く多彩な才能をもつ會津八一は、作品や他
’者にまつわる土ピソードも多い。このような場合には、人物像と関連する他者やエピソード（これらをトピッ
クと呼ぶ）をまず提示して、閲覧者が共感を覚え．るトピックから作晶紹介へ入る方向が理解しやすく働1染みや
すい。この「トピックエントリ（入り口分類〕」のモデルを図5－4に示す。勿論・彼の人生観・芸術観や詩歌
観などはこのような簡単な図式などに当亡はめられるようなものではないが、このモデルはあくま．でも見知ら
ぬW巴出サイトの閲覧者が會津八一を少しでも理解するアプローチのひとつとして提示するものである。
図5－4　トピックエントリの概念
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　さらに人物像としてもさまざまな像が重なる。會津八一のプロフィールとして、学匠（学間のある優れた学
者）、教育者、文学者、美術史家、随筆家、書家、さらに普通の生活人の姿が紹介されてい乱加えて人の世
界では人生の様々な時代という時間軸を考慮する必要もある。これは、年譜として紹介されている切り口であ
る。そこで倉津八一の世界にも、人物像と時問軸を加味してもう一段階詳細化した「會津八一を理解するため
のトピックエントリモデル」を図5－5に示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書家
　歌人　　　　　　　　　　　　　　　　学匠
呼吟1関連　　⑧：作品と．か収集物
図5－5　禽津八一を理解するためのトピックエントリモデル
　具体的なト．ピックエントリとし亡は一般的に理解しやすいものを選択する必要があ乱例えば、「歌人とし
ての八一」は「奈良’の旅」においていくつかの和歌を読んでいる・「友人」との間で様々な書簡幸書いている・
「教育者」として「教え子」に作晶「秋岬堂学規」を与えている、などである。「作品」をトピックスとプロフ
ィール間の関連として捉えて、このモデルの図式表現からリンクすることにより、作品をよ．く知らない閲覧者
にとって理解しやすい作品索引ともな乱その試作例を図5r6に示す。
　このモデルをW巴blぺ一ジに表示するためには、エントリの数を1桁程度ド制杓する必要がある。ただ、エン
トリ数を制限してもプロフイールとの関連を明示する必要もあり、表示図形としては複雑にならざるを得ない。
試作例では、ひとつのエントリあるいはひとつのプロフィールを指すと、関連部分のみをハイライト表示して
他を隠すことにより、・複雑な表示になるのを回避してい糺
図5－6　ハイライト表示をするトピックエントリ画面
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6．おわりに
　画像などの著作権の問題もあ’って、画像索引から作品紹介のみを試作サイト上で公開しているが、仮ドメイ
ンであること・．「会津」では偉索できないなど・検索エンジン対策も未実施であり・リンク元も新潟市のWeb
ぺ一ジか≒のみであ争。そのため・本W巴bサイトには辿り着き難く・サイト訪問数はまだ少ない状況にある。
ただ、厳密なアクセス解析ではないが、訪問数の約2割が文字情報だけのプロフイールとか年譜のぺ一ジを閲
覧していることから、やはりまず會津八一の人物像を知りたいという閲覧者も多いと推測される。
本研究で提案するトッピクエントリによる作晶紹介は、このような閲覧者には盟i1染みやすい検索手段を提供す
るものであり、内容を充実させてこの方式での公開を進めていきたい。
　本研究は新潟国際情報大学の乎成I6年度共同研究費の助成を受けて実施．した・資料ρ提供やWebぺ一ジのデ
ザイン評価などに関しては・新潟市會津八一記念館の近藤悠子氏・．喜嶋奈津代氏、湯浅健次郎氏の多大なる協
力を得た。ここに深く感謝する次第であ乱本Webサイトが、會津八一の業績を広くかつ永く伝えていくため
の地道な啓蒙活動の一助になれば幸いであろ。
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